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ご挨拶

理事紹介

　第５期NPO法人Green Connection TOKYO の事業では、３つの柱で事業を展開しました。 
　みどりのブランディング事業では、国内外の先進事例から学ぶ「Green Connection Day」を開催し、市民ニーズに応えた
公園緑地のマネジメントをテーマとし、200 名を超える参加をいただきました。東京都都市整備局主催の「『緑農住』まち
づくりシンポジウム」では GCT 理事が登壇し、多様な主体からの登壇者と共に『緑農住』まちづくりの必要性と展望につい
てディスカッションを行いました。 
　みどりのプラットフォーム事業では、「緑保全の総合的な方針」において先導的な取組とされる「崖線の緑の保全」に重
点を置き、国分寺崖線沿いの緑地所有者からの相談に積極的に対応しました。その結果、「自然共生サイト（環境省）」の
試行では１団体が「認定相当」との評価を獲得し、2023 年度の本格運用では２団体から申請相談が依頼されるなど、大き
な成果をあげることができました。
　 みどりのインキュべート事業では、都市における緑への注目がより高まる中で、産官学民からの相談、寄稿や登壇、委員
就任依頼も継続して増加し、さらなるネットワークの拡大につながりました。大学研究活動への協力では、東京大学大学院
工学系研究科都市工学専攻が主催する「都市農業遺産に関する５か国ワークショップ」に共催し、海外の研究者とのディス
カッションから、日本の都市農業の価値と課題を把握することができました。 
　今期も、GCTアドバイザー及び会員のみなさまには、各事業の企画運営、相談事業などにご協力いただきました。「つな
がり＝コネクション」のチカラが、未来を拓く鍵であることを実感した一年でした。みなさまへの感謝の気持ちと共に、これ
からも歩みを進めてまいります。どうぞよろしくお願いします。

代表理事　佐藤留美

東京農工大学農学部森林利用システム学科卒。
1997 年 に NPO birth を 設 立、2018 年 に 
Green Connection TOKYO 代表理事に就任。
「みどりの力＝グリーンインフラ」をまちづくり
に活かす様々なプロジェクトを推進。  著書に
「パークマネジメントがひらくまちづくりの未来」

（共著、マルモ出版、2020）ほか。 　（一社）公園管理運営士会理事、
( 公財 ) 日本花の会理事、NPO 法人都市デザインワークス理事、   
ランドスケープ経営研究会幹事、茨城県自然博物館助言者。

代表理事 ： 佐藤 留美

東京都出身。千葉大学園芸学部造園学科卒、
同大学大学院修士課程修了、同博士課程満期
修了。「計画白地地域を対象とした土地利用計
画の策定手法に関する研究」学位取得。住信
基礎研究所、ニッセイ基礎研究所で国土政策
等の研究に従事。（独）都市再生機構都市デ

ザインチームリーダー（招聘を兼務）。専門は、環境造園デザイン学。
日本学術会議会員（環境学副委員長）国土審議会委員、世界文化
遺産審議会委員、緑の都　　市賞、都市公園コンクール、都市景
観賞等の審査員を務める。

理事 ： 池邊 このみ
千葉大学フェロー  /  事業構想大学院大学 客員教授

1986 年農林水産省入省、筑波大学社会工学
系助教授、学院教授、東京大学大学院新領域
創成科学研究科教授を経て、2013 年より東京
大学大学院工学系研究科教授。緑地計画学が
専門。都市の縮小・撤退や経済の停滞に伴い
都市近郊の形態と機能が大きく様変わりしつつ

ある中で、今後、農地や里山、公園等の緑地空間の保全整備をど
のように図っていくべきかを、様々な事例を通じて考察している。

理事 ： 横張 真
東京大学 大学院工学系研究科 教授

大学卒業後、都市再開発を中心としたランドス
ケープや街路の設計、環境アセスメントに取り
組む。近年は海外プロジェクトにも関わるほか、
国内の民有地緑化に関する制度を研究中。      
博士（社会工学）、RLA、技術士（都市および
地方計画）。

理事 ： 植田 直樹
株式会社 三菱地所設計 フェロー ランドスケープ設計室長
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　東京都と区市町村が定めた「緑確保の総合的な方針」に基づき、2010 年に誕生した「東京の緑を守る将来会議」は、
2019 年より「NPO 法人 Green Connection TOKYO」として新たなスタートを切りました。今後は世界に誇る “ みどり豊かな
国際都市 ”TOKYOの実現を目指し、産官学民との連携によってグリーン・イノベーションを生み出してまいります。

NPO 法人 Green Connection TOKYOとは

VISION

MISSION

PROJECT

東京における〝みどり〟の力を引き出し、世界に誇る、みどり豊かな国際都市〝東京〟の実現を目指します。

気候変動や都市災害、コミュニティの再生など、東京におけるさまざまな都市問題を解決するために、産官学
民の連携によってグリーン・イノベーションを生み出し、持続可能な社会づくりに貢献します。

Green Connection TOKYO は３つの事業を軸に活動しています。

１. みどりのブランディング事業
東京のみどりのポテンシャルを引き出し、都市ブランドとしての価値を発信します

３. みどりのインキュベート事業
東京のみどりを効果的に利活用するためのコンサルティングを行います

２. みどりのプラットフォーム事業
東京のみどりに関わる組織・情報・ネットワークが集まる「場」を創出します

みどりの力 ー グリーンインフラ

みどりには、さまざまな社会課題の解
決を促す力があります。これら、グリー
ンインフラの機能を活用することで、
持続可能な社会づくりに貢献すること
ができます。
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みどりのブランディング事業
Green Branding Projects

■東京のみどりの価値を見直し、みどりを保全活用するための実践方法を検討する場を設定しました。また各地での
シンポジウム等での登壇を通して、多くの方々の参加や賛同をいただくことができました。

ワークショップの開催「Green Connection Day」の開催

「Green Connection Day  2023～都市公園制度制定150周年記念
『公園が変わる、まちが変わるー東遊園地・URBAN PICNICが描くまちの風景』
2023 年 8月22日 ( 火 ) 17:00 ～ 19:30
【主催】NPO 法人 Green Connection TOKYO
【共催】（有）リバーワークス、（一社）公園管理運営会、（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会、ランドスケープ経営研究会
　　　  ランドスケープ経営研究会、全国一級造園施工管理技士の会（一造会）、NPO法人 NPO birth
【開催形態】Zoom配信および東遊園地芝生ひろばよりオンライン中継（閲覧無料）
【参加人数】203 名（オンライン190 名 / 現地参加 13 名）
【ゲスト】村上豪英さん（（一社）リバブルシティ イニシアティブ代表 /（株）村上工務店代表取締役社長 /
　　　　（有）リバーワークス代表 取締役社長

■「みどりのまちづくり」をテーマにしたフォーラムとして、昨今注目を集めるPark-PFIの先進事例を取り上げ、現地からのオンライン中継を 
　行いました。
■市民の力でまちづくりにつなげている神戸市の東遊園地・URBAN PICNICをけん引されてきた村上豪英氏をゲストに、公園の様子を中
　継しながらお話を伺いました。現地には前神戸市公園局長も参加され、東遊園地の歴史についての特別トークもいただきました。
■参加者の所属は企業が47.4％、市民団体・NPOが21.1%。満足度は100％とたいへん好評でした。
■公園はもちろん民間緑地でも、緑地の維持・保全のためにみどり空間を活かした収益事業が模索されていますが、あらためて市民や地
　域との連携の重要性を認識する機会となりました。
■Park-PFI事業が進行する中で、収益還元的な事業が注目される一方、パブリックな目線での事業や地域との連携が期待されています。　
　URBAN PICNICでは2015年からの社会実験を通して地域のネットワークが形成され、市民ニーズを反映した施設の設えや市民との協働
　事業により、多くの来園者の呼び込みに成功しています。

【アンケートより抜粋】
・コンセプトを伺えて公園の可能性改めて考えることができました。
・公園の様子を見ながら、ライブ感たっぷりで楽しませていただき   
  ました。
・公園がいかに地域の日常に溶け込めるかなど、いろいろな視点を
  学ぶことができました。
・このフォーラムに集った方々が繋がれる機会があればいいなと思
  いました。

URBAN PICNIC（神戸市立東遊園地）よりオンライン中継の様子

都市公園制度制定150周年
記念企画！
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これまで所有者の尽力によって維持されてきた緑農地を、住環境と融合したまち
づくりとして取り組んでいくため、R４年 3 月に「緑農住まちづくりガイドライン」
が策定されました。シンポジウムでは、産官学民の多様な主体が登壇し、緑農
住まちづくりにおける課題や疑問点が議論され、解決にむけた様々なヒントや
キーワードを得られる機会となりました。GCT 理事も登壇し、横張理事からは、
東京における緑農住まちづくりの必要性とポテンシャルについて、佐藤代表理事
からは最新の都市農業トレンドと都市農業の可能性について講演しました。その
他、市区町村、JA、農業者、NPO 団体などの多様な主体が登壇し、緑農住の
まちづくりについての重要性について議論が交わされました。

ワークショップの開催

港区に位置し 20ha の緑地をもつ国立科学博物館附属自然科学園において、GCT アドバイザーの内
田圭氏（東京大学大学院 農学生命科学研究科 ）が企画支援する勉強会に参画し、「都市の緑」の価
値と今後のあり方について参加者と意見交換を行いました。勉強会では、双方向にディスカッション
ができ、「都市の緑」に対するイメージや考え方を参加者と共有することができました。また、セミナー
終了後には自然教育園の見学ツアーを行い、都心に広大な緑地のある価値を体感することができまし
た。

■第１回：2023 年 5月20日　【講   師】内田圭氏（東京大学大学院 農学生命科学研究科 ）
　　　　　　　　　　　　　　【ゲスト】佐藤留美（GCT 代表理事）
■第２回：2023 年 8月26日　【講   師】内田圭氏（東京大学大学院 農学生命科学研究科 ）
　　　　　　　　　　　　　　【ゲスト】深野祐也氏（千葉大学大学院 園芸学研究科）

アドバイザーと連携した勉強会の企画支援および登壇

国立科学博物館 附属自然教育園 連続セミナー
「都市の緑のこれからを考える勉強会」への企画支援および登壇
第 1回：2023 年 5月20日 ( 土 ) 10：00 ～ 12：00　第 2回：2023 年 8月26日（土）10：00 ～ 12：00
【主催】国立科学博物館 付属自然教育園

ワークショップの開催シンポジウムに登壇

『緑農住』まちづくりシンポジウム（東京都都市整備局）への登壇
2023 年 9月28日 ( 水 ) 13：30 ～ 17：00
【主催】東京都都市整備局 都市づくり政策部 緑地景観課
【参加人数】 332 名（オンライン268 名 / 現地参加 64 名）　

シンポジウムの様子 横張理事 佐藤代表理事

自然教育園内を案内する内田氏

（写真：すべて東京都提供）

緑農住
まちづくりの可能性を発信

都市の
緑の価値を
体感！

国立科学博物館 付属自然教育園
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みどりのプラットフォーム事業
Green Platform Projects

■　新たなプラットフォームの形として、OE CM（保護地域以外で生物多様性保全に資する地域）
の認定制度を活用したネットワーキングを強化することができました。また「みどりのまちづくり
研究会」では、都市の自然にフォーカスしたミーティングや視察により、新たなプロジェクトにつ
ながる知見を得ることができました。

ワークショップの開催国分寺崖線における緑地保全活用に関わる事業

国分寺崖線沿いの緑地管理者への「自然共生サイト」認定申請の説明・申請支援

■環境省が設置した「OECM（保全地域以外で生物多様性保に資する地域）の設定・管理の推進に関する検討会」委員を GCT 代表
　理事佐藤が継続就任。
■「緑保全の総合的な方針」において先導的な取組とされる「崖線の緑の保全」に重点を置き、GCT アドバイザー増澤 直氏（NPO 法
　人地域自然情報ネットワーク副理事長）とともに、国分寺崖線沿いの緑地を管理する「はけの自然とくらしフォーラム」メンバーへ、「自
　然共生サイト」認定申請の説明や相談を積極的に行いました。
■連結性が重要とされる「自然共生サイト」に関わる調査対象地として、国分寺崖線におけるネットワーキング事例（はけの自然とくら
　しフォーラム）を紹介し、環境省の同検討会で事例として紹介いただくことができました。
■2022 年度の「自然共生サイト（環境省）」の試行では１団体が「認定相当」との評価を獲得し、2023 年度の本格運用では２団体
　から申請相談を依頼されるなど、大きな成果をあげることができました。

2023 年 9月14日（水）・10月3日（月）・11月15日（火）：日立製作所（日立中央研究所）（説明・申請支援）
2023 年 10月18日（火）・2月22日（水）：国際基督教大学　（説明・申請支援）
2023 年 11月14日（月）：リオン株式会社　（説明）
【参加者】（日にちにより異なる）：GCT 代表理事佐藤、GCTアドバイザー増澤、
                                                                西武・武蔵野パートナーズ（武蔵野地域の都立公園指定管理者）ほか

自然共生サイト認定に向けた「課題調査事業報告」の報告より抜粋（令和４年度 第３回「OECMの設定・管理の推進に関する検討会」資料）

崖線沿いの
緑地保全を
促進！
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「Edible Kayabaen」（中央区）　～屋上菜園の取り組み

視　察

台湾の研究者・実務者からの視察依頼協力

視　察

東京証券会館（茅場町駅直結）の屋上にある屋上菜園。菜園教育を担う「エディブル・スクール
ヤード・ジャパン」と持続可能な地域と土地のつながりを考える「平和不動産」との共創事業。菜
園を活用した各種セミナー、地域の小学校の授業対応などを行っています。増加している屋上菜園
の先進事例として、不動産会社と食育の団体との協働運営の状況を視察しました。

台湾における「その他の効果的な地域ベースの保全対策（OECM）」に関する研究プロジェクト
の日本視察をＧＣＴ代表理事の佐藤がアテンドしました。
当日は、国分寺崖線に位置する日立製作所中央研究所、国際基督教大学、都立公園等を案内し、
OECM認証事業の進行状況等について意見交換をしました。

【日時】2022 年 12月19日（月）
【参加者】土居裕子氏・寺田祐一朗氏（東京都都市整備局）、佐藤留美（GCT 代表理事）
【説明者】山中真之様（平和不動産株式会社）、
                    土屋泉様（（一社）エディブル・スクールヤード・ジャパン）

【日時】2023 年 3月14日（火）10:00 ～ 17:30
【主催】一般社団法人 企業と生物多様性イニシアティブ（JBIB）
【協力】NPO法人 Green Connection TOKYO、( 株 ) 地域環境計画
【参加者】JBIB 会員企業 18名、関係者５名、オブザーバー５名、JBIB 事務局 3名
　　　　＊オブザーバー：東京都都市整備局、環境局、国分寺市ほか

【日時】2023 年 8月23日（水）
【参加者】台湾の３大学からの研究者および国立公園職員、研究所職員
　　　　  Chin-Liang Chao（国立清華大学環境文化資源学部教授）
                   Dau-Jye Lu（国立台湾大学林業資源保護学部教授）
                   Pei-Hsin Hsu（台湾林業研究所研究員）、Mei-Chih Yeh(プロビデンス大学観光学部教授 )
                   Li-Wen Chung（陽明山国立公園職員）

■GCTアドバイザー増澤 直氏が企画運営するJBIB（（一社）企業と生物多様性イニシアティブ）主催の現地見学会への協力を行いました。
■国分寺崖線沿いの緑地を巡るルート企画を提案し、以下の場所を見学しました。
■企業、東京都、国分寺市の職員が参加し、崖線緑地の保全管理や公園における環境教育の状況について、認識を共有することができました。
＜見学場所＞
　日立製作所中央研究所（国分寺市）
　ザ・パークハウス国分寺四季の森（国分寺市）
　お鷹の道（国分寺市）
　都立武蔵国分寺公園（国分寺市）
　東京経済大学新次郎池（国分寺市）
　貫井神社 (小金井市 )
　都立武蔵野公園（小金井市）
　都立野川公園（小金井市・三鷹市ほか）

JBIB 主催の現地見学会への協力

「多様な主体による国分寺崖線の保全と活用、OECM候補地を訪ねて」

東京経済大学「新次郎池」（国分寺市）日立製作所中央研究所「協創の森」（国分寺市）

視察の様子（国際基督教大学）

東京都の担当者と共に視察を実施
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みどりのインキュベート事業
Green Incubate Projects

■産官学民と連携し、東京のみどりのまちづくりを推進するための協力体制を強化しました。また、連携した組織に
対するコンサルティングを行いました。

産官学民のコンサルティング活動

研究協力
「越中島地域におけるグリーンインフラ地域連携に関するまち歩きワークショップ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等への協力

江東区越中島地域における緑地の保全活用について、地域団体と連携した事業を促進するための企業の研究事業
に協力しました。区内の環境やまちづくりに関わる団体と江東区役所職員、企業職員との共同で「まち歩きワーク
ショップ」と「対面ワークショップ」を行い、エリアの価値や可能性について検討しました。
越中島公園でのマルシェに共同で出展し、来場者に向けて越中島地域の緑地環境について情報発信を行いました。
GCT が協力することで、官民連携の事業が促進され、今後の研究と実践の発展に貢献することができました。

越中島の

未来像をデ
ィ

スカッション

大学研究活動への協力

「都市農業遺産に関する5か国ワークショップ」に共催

2023 年 3月15日（水）10:00 ～ 17:30 ／中村農園・清水農園・日立研究所 協創の森（現地視察）
2023 年３月21日（火祝）13:00 ～ 15:00 ／３×３Lab Future（都市農業遺産ミニシンポジウム）
【主催】東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻 
【共催】NPO 法人 Green Connection Tokyo 
【支援】Volkswagen Foundation、日本学術振興会科学研究費助成事業

「隅田川マルシェ」出展の様子ワークショップの様子

都市農業の
価値を
再認識！

2023 年 3月3日（金）　まち歩き（江東区　越中島エリアとワークショップ
2023 年 5月4日（木）　隅田川マルシェへの出展
【参加者】 区内で活動する地域団体（5団体）／江東区 （2名）清水建設株式会社（9名）
　　　　 ファシリテーター（GCT）（1名）／企画・運営（NPO birth）（2名）

＜現地視察＞
　・新田開発地周辺の農家見学（中村農園、清水農園）
　・「こくベジ」解説とディスカッション（日立製作所中央研究所「協創の森」）

【参加者】ドイツ・アーヘン大学 ( RWTH Aachen, Germany ) ／インドネシア・パジャジャラン大学（Padjadjaran University, Indonesia
　　　　  ブラジル・サンパウロ大学 ( Centro Universitário das Faculdades Metropolitanas Unidas, Sao Paulo, Brazil )
　　　　  キューバ・ハバナ大学 ( Technical University of Havana, Cuba )  ／日本・東京大学 The University of Tokyo, Japan　
【現地視察協力】こくベジプロジェクト推進連絡会、中村農園、清水農園、NPO法人めぐるまち国分寺、日立製作所中央研究所
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委員・理事等

委員・理事等

◇国土交通省　都市公園の柔軟な管理運営のあり方に関する検討会委員
◇国土交通省 グリーンインフラ官民連携プラットフォーム運営委員／企画・広報部会幹事
◇環境省 民間取組等と連携した自然環境保全（OECM）の在り方に関する検討会委員
◇東京都都市整備局 多摩都市モノレール延伸（箱根ケ崎方面）沿線のまちづくり（仮称）有識者検討会委員
◇東京都環境局 生物多様性地域戦略改定検討会委員
◇東京都産業労働局 多様な担い手育成支援事業検討会委員
◇練馬区 緑化委員会委員
◇江東区 みどりの基本計画推進会議部会委員
◇西東京市　緑の審議会委員
◇東村山市　緑化審議会委員
◇杉並区　みどりの基本計画検討委員
◇板橋区　緑と公園の推進会議構成員
◇加賀市 ガーデンシティ構想推進プラン検討委員会委員
◇むさしのガーデン紀行協議会「エリアプラットフォーム事業」アドバイザー（国交省補助金事業）
◇東京大学大学院農学生命科学研究科附属生態調和農学機構運営諮問会議
◇（公財）日本花の会　理事
◇（特非）都市デザインワークス 理事
◇Green Tokyo 研究会 メンバー

その他の事業
Other Projects

＜都市農業遺産ミニシンポジウム＞
　・各国の都市農業の現状についての共有
　・東京の都市農業の伝統的・遺産的側面から学ぶことができる新たな視点について発表
　・来場者とのディスカッション

東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻の横張真氏（GCT理事）、飯田晶子氏（GCTアドバイザー）らが、海外の研究者と実施中の「都
市農業遺産に関する統合的研究」では、世界に存在する都市農業の歴史的・文化的・遺産的な側面に着目し，そこから今日の社会課題の
解決につながる新しい知見を探る共同研究を行っています。
その一環として，2023 年３月 12 日から 21 日にかけて海外から研究者を招き，「温故知新」をテーマに，都市農業遺産に関する５カ国共
同の国際ワークショップを実施しました。
GCTでは、3月15日と21日に開催された現地視察と国際ワークショップに共催し、海外の研究者と共に、都市農業の価値と今後の発展に
つながる機会を創出することができました。

国分寺市内の農園を視察 都市農業遺産シンポジウム
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2022年度決算報告書
（自2022 年 9月1日　至 2023 年 8月31日）

組織概要

〒188-0011 東京都西東京市田無町 3-10-9所在地

中倉 美奈子　事務局長
2018 年 12月設立

代表理事
団体名

佐藤 留美

組織構成 理事・監事 ４名 / 職員 2 名

特定非営利活動法人Green Connection TOKYO

正会員 17 名  １団体 / 賛助会員 22 名 2 団体 1 企業会員数

貸借対照表

【資産の部】

流動資産（現金・預金）

資産合計　                                 3,236,067 

現金     　                                           51,454
普通預金               　                    3,136,634

固定資産（有形固定資産）
什器  備品        　                              47,979

負債合計　                                     234,280

【負債の部】

正味財産合計　                        3,001,787

負債及び正味財産合計           3,236,067

前期繰越正味財産           　      2,287,804
当期正味財産増減額                     713,983

【正味財産の部】

事業費（人件費）
人件費計                                                 0

人件費計                                                  0

事業費（その他経費）

事業費計　                                             479,450

管理費計　                                                31,710 

諸謝金                                        344,832
印刷製本費(事業)　                  68,810 
通信運搬費(事業)　                  55,000
租税　公課（事業）                       8,168
支払い手数料（事業）                   2,640
その他経費計　                       479,450

管理費（人件費）

管理費（その他経費）
旅費交通費(事業)                          5,000
通信運搬費                                   26,710
その他経費計　                           31,710

【経常費用】

経常費用計　                          511,160

当期正味財産増減　              713,983

経常収益計　                       1,225,143

事業収益
事業収益　                              719,861

その他収益
受取利息　                                       19
雑収益　                                  258,302

活動計算書

【経常収益】

受取会費
正会員受取会費　                        159,509
賛助会員受取会費              　        87,452

前期繰越正味財産　           2,287,804

次期繰越正味財産　           3,001,787
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飯田 晶子
東京大学大学院 特任講師

GCT アドバイザーのご紹介
（五十音順）

GCTアドバイザーは、みどりを媒体としたまちづくりや、緑地の活用方法など、みどりに関わる知識や経験を持つ専門家です

町田 誠
一般財団法人公園財団常務理事／横浜市立大学
大学院客員教授／国土交通省 PPP サポーター

三島 由樹
(株 )フォルク代表取締役／ (一社 )ソーシャルグリーン
デザイン理事／ ( 一社 )シモキタ園藝部代表理事

平田 裕之
一般社団法人コ・クリエーションデザイン代表理事

別所 あかね
東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻 助教

竹内 智子
千葉大学大学院 園芸学研究院 准教授

山崎 嵩拓
東京大学総括プロジェクト機構・特任講師

田村 誠邦
明治大学 研究・知財戦略機構 特任教授

中島 満香
合同会社 swan 代表社員

中村 克之
国分寺中村農園

はけの道編集室
合同会社ニーヨリー

寺田 徹
東京大学 新領域創成科学研究科 
自然環境学専攻 准教授

Green Works（特定非営利活動法人）
「みどりあふれるまちで人と自然が仲良くでき、
誰もが幸せに暮らせる社会」を目指すＮＰＯ法人

峯岸 祐高
株式会社 corot 代表取締役

和久 倫也
WAKUWORKS 株式会社 代表取締役

増澤 直
株式会社地域環境計画、
NPO法人地域自然情報ネットワーク

岩谷 美苗
NPO法人 樹木生態研究会 代表理事／
樹木医／森林インストラクタ

甲斐 徹郎
株式会社チームネット 代表取締役

澁澤 壽一
NPO法人共存の森ネットワーク

大塚 敦子
ジャーナリスト、
ノンフィクション／写真絵本作家

小野 淳
株式会社農天気 代表取締役／
NPO法人くにたち農園の会 理事長

鹿住 貴之
認定特定非営利活動法人 JUON（樹恩）
NETWORK 理事・事務局長

久保田 潤一
特定非営利活動法人NPO birth 自然環境
マネジメント部 部長

小谷 俊哉
一般財団法人 都市農地活用支援センター 主任研
究員、NPO法人グリーンネックレス 代表理事

新保 奈穂美
兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント
研究科／淡路景観園芸学校

原口 真
MS＆ADインターリスク総研 株式会社フェロー／
(一社 ) いきもの共生事業推進協議会（ABINC）副会長

NPO birth（特定非営利活動法人）
自然と共生する「みどりのまちづくり」を
実現する中間支援組織



Green Connection TOKYOの活動は、
皆様からのご支援によって支えられています       ！

■年会費

正会員：総会（年一回）の議決権を持ち、団体
運営に直接ご参加いただけます。

個人・非営利団体会員 10,000 円(一口以上)
企業会員                           50,000 円(一口以上)

賛助会員：団体の活動に資金面でご支援いた
だけます。

個人・非営利団体会員   3,000 円(一口以上)
企業会員                          10,000 円(一口以上)

■Webサイトからクレジットカードでお手続き可能です。
　または、以下の口座まで直接ご送金ください

【ゆうちょ銀行もしくは郵便局で手続きする場合はこちら】

・ゆうちょ振替口座
・記号番号：10190-89818681
・口座名義：特定非営利活動法人 Green Connection TOKYO

【別の銀行等の金融機関から、ゆうちょ口座へ振込する場合はこちら】

・銀行名：ゆうちょ銀行 支店名：○一八店（ゼロイチハチ）
・口座種類：普通預金 口座番号：8981868
・口座名義：特定非営利活動法人 Green Connection TOKYO

寄付で支える

　表紙写真： 都立野川公園 （撮影：町田 誠氏）

Green Connection TOKYO パンフレット、入会申込書をお送りします
下記までご連絡ください

郵送で資料を受け取るWebサイトから申し込む

クレジットカード決済対応

会員になって支える

YouTube動画配信しています！
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